
九
七
八
年
四
月
二
五
日
　
印
刷

九
七
八
年
五
月
一
旧
　
発
行

第61巻　第3号 史学・地理学・考古学

　論　　説

薬猟と『本草集注』・……………・…・………・………・・和　田

　　一日本古代の民間道教の実態一

糖業プランテーシuンとジャワ農村社会……………植　村
　一一九世紀末～二〇世紀初めのスラバヤを例にして一

平安期の大和盆地における条里地割内部の
　土地利用…………・…・・…・…・…………・……………金　田

葦．（1）

泰　夫　（47）

章　裕　（75）

　ノート

ナチ党の地方指導者……………・・…・……………・……・…・…野　田　宣　雄　（113）

　書　　評

稲生典太郎著『条約改正論の歴史的展開』……………・…・・山　本　四　郎　（132）

弓削　達著『地中海世界とローマ帝国』……………・…・・…大　西　陸　子　（137）

森本　蔽著『中世末期の教会領研究』…・……………・…・…朝　治　啓　三　（143）

　紹　　介

吉村　正著『シティ・マネージャー』　（常松　洋）

エイカソ・デュ・マルティノー著『生ける潮の水先案内人』　（川島昭夫）

ジュール・ミシュレ著『民衆』　（阿河雄二郎）

史　学　研　究　会

京都大学文学部内



評書

三
八
九
頁
支
出
項
目
中
⑳
ユ
㊥

尚
、
表
索
引
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　
　
　
（
A
5
判
　
四
六
一
頁
　
一
九
七
七
年
十
月
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

　
　
　
五
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
神
戸

　
　
受
　
贈
　
図
　
書
　
　
（
一
九
七
八
年
一
月
一
日
～
三
月
三
一
日
）

羽
曳
野
市
史
（
羽
曳
野
市
史
編
纂
室
）

和
歌
山
市
史
　
第
四
巻
（
和
歌
山
市
史
編
纂
委
員
会
）

安
田
元
久
編
　
荘
躍
（
近
藤
出
版
社
）

広
瀬
秀
雄
著
　
麿
（
近
藤
出
版
社
）

尾
道
短
大
研
究
紀
要
　
二
七

柚偲

≡
蝸
m
†
教
一
胃
学
部
学
伸
云
細
歯
ズ
　
ニ
六

か
な
が
わ
論
叢
（
神
奈
川
大
学
経
済
学
会
）
　
一
㎝

商
経
論
叢
（
神
奈
川
大
学
経
済
貿
易
研
究
所
）
　
一
三
一
一
、
二

東
京
学
芸
大
学
紀
要
　
二
九

鹿
児
島
経
済
大
学
論
集
　
一
八
－
三

海
事
史
研
究
（
日
本
海
馬
丁
広
報
協
会
）
　
二
九

朝
鮮
学
術
通
報
（
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
者
協
会
）
　
一
四
－
六

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委
員
会
）
二
一
一
、
二
、
三

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
）
　
四

人
文
社
会
科
学
研
究
集
報
（
鈴
峯
女
子
短
大
）
　
二
四

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
）
　
九
一
三
、
四

広
島
大
学
文
学
部
紀
要
　
三
七
、
三
七
特
別
号

神
戸
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
　
五
八

駿
台
史
学
　
四
一
、
四
二

愛
知
学
院
大
学
一
般
教
育
研
究
　
二
五
一
二

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
）

史
　
游
（
学
習
院
大
学
史
游
会
）
　
五

立
正
大
三
文
瀞
ず
部
論
｝
叢
　
六
〇

神
道
学
（
出
雲
大
社
）
　
九
六

札
幌
大
学
紀
要
　
…
一

人
文
論
叢
（
東
京
工
業
大
学
）
　
三

経
済
経
学
論
集
（
竜
谷
大
学
経
済
経
営
学
会
）

奈
良
山
人
単
・
紀
要
　
　
六

東
北
学
院
大
学
論
集
　
八

日
本
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
）
　
九

日
本
学
士
院
紀
要
　
三
四
一
三

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）

逐
次
刊
行
物
目
録
（
国
立
国
会
図
書
館
）

文
理
論
集
（
西
南
学
院
大
学
学
術
研
究
所
）

文
学
会
志
（
山
p
大
学
文
理
学
部
文
学
科
）
　
二
八

竜
谷
史
壇
（
竜
谷
大
学
史
学
会
）
　
七
三
、
七
四

…
九

一
七
i
三

　
四
㎝

五
〇
年
度
版

　
一
八
一
二

147 （479）



バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
は
次
の
通

り
で
す
。
お
申
込
は
必
ず
前
金
で
、
郵
送
の
場
合

は
送
料
（
各
冊
四
〇
円
）
を
添
え
て
下
さ
い
。

三
三
巻
一
号

三
四
巻
一
・
二
・
四
号

三
八
巻
二
・
四
号

三
九
巻
三
・
六
号

四
〇
巻
五
・
六
口
万

四
一
巻
四
号

四
二
巻
五
号

四
一
二
巻
二
～
四
・
六
号

四
四
巻
六
号

四
六
巻
四
・
五
m
写

四
七
巻
一
～
六
号

四
八
巻
三
～
五
号

四
九
巻
三
・
五
・
六
号

頒
価
は
、

六六五五五五五五五五五五
一〇九八七六五四三ニー○
巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻

・t？？ee？？2？？・
二六六六六六六六六六六四
号号号号号号号号号号号号

　
　
　
　
　
五
六
巻
六
号
ま
で
は
五
〇
〇
円
、
五

七
巻
一
号
～
五
八
巻
六
号
は
六
〇
〇
円
、
五
九
巻

一
号
以
降
は
七
五
〇
円
で
す
。

『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
、
　
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
（
研
究

　
　
ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
要
）

　
○
学
会
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

『
史
林
総
目
録
』
発
刊
の
お
知
ら
せ

◇
送
先

史
学
研
究
会

〒
六
〇
六
　
　
点
尽
都
由
巾
三
山
思
区
士
口
田
・
本
・
町
・

　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

編
　
集
　
後
　
記

　
窓
の
外
は
雨
。
部
屋
の
中
で
は
、
ま
だ
ス
ト
ー

ヴ
を
焚
い
て
、
こ
の
後
記
を
書
い
て
い
ま
す
。
で

も
、
本
号
が
出
来
る
頃
に
は
、
も
う
桜
の
季
節
も

過
ぎ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
花
は
散
り
、
季
節

は
移
り
変
わ
っ
て
も
、
史
林
は
ま
す
ま
す
内
容
豊

富
、
今
回
も
力
作
を
満
載
し
て
、
今
、
六
一
巻
三

号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
春
）

152 （484）

　
『
史
林
』
六
〇
巻
記
念
事
業
と
し
て
編
集
を
進

め
て
お
り
ま
し
た
総
目
録
（
六
〇
巻
記
念
特
別
号
）

を
、
昨
年
末
に
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
以
外

で
総
目
録
を
御
入
用
の
方
は
、
残
部
僅
少
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
一
〇
六
〇
円
（
定
価
と
送
料
）

を
添
え
て
、
な
る
べ
く
早
く
京
都
大
学
文
学
部
内
、
r

史
学
研
究
会
宛
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
九
七
八
年
四

一
九
七
八
年
五

史
発
行
人

印
刷
所

　
胆
藷
翻
定
価
七
五
〇
円

林
　
　
　
（
第
六
一
巻
第
三
弩
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
部

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
　
五
五
番

　
　
理
事
長
　
佐
　
　
藤
　
　
　
長

　
窟
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社



　　THE　SHIRIN

　　　　　　　or　the

JOURNAL　OF　HISTORY

Vol．　LXI　No．　3 May　1978

　　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS

　Ar誠。量es＝

Kusurigari　and　Honxoshuchu　・…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・…　A．　Wada　（　1　）

Sugar　Plantation　and　the　Javan　Village　・・・・・・・・・・・・・・・・・・…Y．　Uemura　（47）

The　Agricultural　Land　Use　in　Jori　System　of　Yamato
　Basiti　for　Four　Centuries　before　1200・・…i・・・・…一・・・・・・・・・・…A．　Kinda　（75）

　Note：
District　Leaders　of　the　Nazi　Party　・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・…N．　Noda　（113）

　Book　Reyiews：

T．　lnao，　The　Problem　of　Revising　the　Unequal
　Treaties　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一…　‘・・・・…　一・・・・・・…　一一・・・・・…　i・・・…　S．　Yamamoto　（132）

T．　Yuge，　The　Mediterranean　VVorld　and　the
　Roman　EmPire・・・・・・・…　一・・t・…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　R．　Onishi　（137）

N．　Morimoto，　Durham　Priory　in　the　Later
ル鰯」8卸s…・……・…………・……・・……・………・…・………K・Asnji（143）

　Mi臨ce1互aneous：

　　　　　　　　Published

　　　　　　　　　　　bツ

THE　SHIGAKU　KENKYUKAI
（The　Society　of　Historical　Research）

　　Kyoto　University，　Kyoto，　Japan




